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令和４年度　小・中学校における環境教育の取組み


　社会科　地理的分野　（第２学年）


テーマ〖　未来の日本は明るい？　電力の安定供給について考えてみよう　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉大津市立小津中学校　








≪学習のねらい≫


　・日本の地域的特色が資源・エネルギーや産業の面と密接な関係であるという点を理解する。


　・エネルギーの大量消費に伴う環境問題や、資源を輸入に頼る日本のエネルギーに関する将来性


などの課題について、その解決方法を考える。


・現在、エネルギー問題が日本だけでなく世界の問題となっている点に気づく。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　６月　～　７月


１：日本の農林水産業における自給率の低下や、高齢化による従事者の減少について対策を


考える。


２：日本の工業が加工貿易から多国籍企業へと変化した背景を考えることができる。


３：世界の鉱産資源・エネルギーや産業の分布について、その特徴を理解することができる。


４：日本のエネルギーや環境問題について、理解することができる。


５：日本の産業の特色と課題を踏まえ、今後更に日本の産業を発展させるためにはどのような


取組みが必要なのかを考えることができる。


６：未来の日本は、どのようにしてエネルギー（電力供給）を確保するべきなのかを考えることが


　　できる。


　≪指導のポイント≫


　■小学校や中学校１年生時に学習した既習事項を踏まえつつ、エネルギー問題は今や世界の国々


共通の問題でもあるということを認識する。


　■現代の時事問題とも絡め、世界問題となっている点についても気づくようにする。


　■思考ツールを活用し、エネルギー問題の原因と解決策などを視覚化する。


　■電力供給（発電方法）が自然地形と深く密接した関係である点にも触れさせる。


■班での意見交流時に、自分の考えをタブレット端末を活用してプレゼンし、視覚的にも班の


メンバーに発表する。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　タブレット端末、教科書（地理的分野）


≪成果≫


　・昨夏は、日本国内で節電を呼びかけるほど、電力供給が


不安定であった。こまめに電気を消すことやエアコンの温度


設定にも気を遣うなど、電力に関する興味・関心が生徒たち


の中に芽生えた。


　・自分たちでネットニュースや新聞を読み、時事問題について


知るようになった。


　・理科における電気の単元や技術家庭におけるエネルギー変換


の技術の単元を学習する際にも教科横断型として活用できた。








